
◇戦後７８年…戦争について考え、
「平和と命の大切さ」を学びました！！
７８年前、８月６日は「ヒロシマ」に、９日は「ナガサキ」に原爆が投下

された日です。今年は、今日の８月４日を葛小中学校の平和登校日とし

て位置づけました。

小学部では、６年生が広島への修学旅行で、原爆ドームや平和記念

資料館の見学、被爆者の方からの聞き取りなど、現地で学んできたことを１～５年生に報告しまし

た。中学部では、９年生が沖縄への修学旅行で、ひめゆり資料館、平和祈念資料館、平和の礎、

ガマの見学など、現地で学んだことをプレゼンテーションでグループに分かれて報告してくれまし

た。小・中学部ともに、修学旅行での報告から、それぞれ思った

ことを出し合ったり、戦争について自分ができることやすべきこ

とを考えたりして学習を深めました。

左の表に、戦時中の主な大空襲と原爆投下をあげています

が、以前に奈良の地でも空襲があって大きな被害に遭われたお

話も聞かせていただきました。

◇恐ろしい戦争が、二度と起きない平和な世の中を！
１９４５年、原子爆弾投下直後から５年間で死亡した人は約３

４０， ０００人。それより多くの人が、被爆による影響で耐えがた

い苦しみを経験し、今もなお、苦しんでいる方もいます。世界に

は現在１２ ，５２０発の核弾頭が存在し、この多くは広島や長崎

に落とされた原爆よりはるかに破壊力があると言われています。

２年前に「核兵器禁止条約」が発効され、今年の１月現在で

は、９２国が署名し６８国が批准しています。日本は、まだこの条

約に批准していませんが、オブザーバー（批准していなくても締

約国の会議を傍聴したり意見を述べたりする仕組み）で参加す

る国もあり、日本でもその声があがっています。

また、１１月に国連本部で開かれる「核兵器禁止条約第２回

締約国会議」に合わせて、長崎の被爆者団体の方々がアメリカ

を訪問することを発表しました。平和活動の中心を、被爆者から

次世代に引き継ぐことを目的として、現地では市民との対話を

重視した活動を計画されています。

『戦争は、最大の差別です』
被爆者が経験した原爆や戦争による苦しみを、二度と繰り返

さないためにも、戦後７８年の今を生きる私たちが、命を大切に

できる平和な世の中にしていかなくてはなりません。

そのために私たちがすべきことは何か、これから自分でできる

ことやみんなでできることは何かを考えて、身近なことから行動

していかなければならないと思います。
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主 な 大 空 襲 と 原 爆 投 下
東 京 大 空 襲
１９４５年３月１０日
死 亡 者 約８万８千人
被害家屋 ２６８，３５８戸

大 阪 大 空 襲
１９４５年３月１３日
死 亡 者 ３，９８７人
被害家屋 １３６，１０７戸

名 古 屋 大 空 襲
１９４５年 ３月１９日
死 亡 者 ８２６人
被害家屋 ３９，８９３戸

横 浜 大 空 襲
１９４５年５月２９日
死 亡 者 ３，７８９人
被害家屋 ７９，３５０戸

広 島 原 爆 投 下
１９４５年８月６日
死 亡 者 約１４万人
被害家屋 ５１，７８７戸

長 崎 原 爆 投 下
１９４５年８月９日
死 亡 者 ７３，８８４人
被害家屋 １８，４０９戸


